
※事務パターン

資料２−２２ 協議事項：令和８年度モデル事業の実施について
２ 市町村アンケートの結果

不参加参加可能
931市町村数

○R8モデル事業への参加可否（R8.2.4アンケート調査時点）

青森市、弘前市、八戸市
五所川原市、つがる市、今別町
蓬田村、鶴田町、六ヶ所村

事業参加に向けて
継続して働きかけ

むつ市パターンむつ市以外パターン

1327市町村数
1021内参加市町村数

○大腸がん個別検診の事務パターン※

・検診機関で受付
・受診者情報の取得
・がん検診受診提案
・検(健)診の日程調整

・市町村へ情報確認
(受診状況、住民確認) ・キット等送付

・同日受診
・自己負担額徴収
・検診結果通知
・検診料の請求

・市町村で受付
・受診者情報の確認
・受診券、名簿等送付

・検診機関で受付
・受診者情報の取得
・がん検診受診提案
・検(健)診の日程調整
・名簿と突合

・キット等送付
・同日受診
・自己負担額徴収
・検診結果通知
・検診料の請求

むつ市以外パターン

むつ市パターン

異なる箇所

○現状むつ市パターンの市町村におけるむつ市以外パターンの実現可能性

不可能実現可能
49市町村数
37内参加市町村数

（理由）
・手続き上事前に受診券の

発行が必須のため
・医療機関の承諾を得なけ

ればならないため 等

40市町村全てが参加
することで受診者の
利便性が高まる
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